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   〇日 時 令和４年２月８日（火） 

15時から17時まで 

 

   〇場 所 教育長室 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    風呂井  敬 

     教育委員        蓑 田 繼 男 

     教育委員        早 川 雅 子 

     教育委員        東別府  睦 

 

 

   〇関係者 

 

     教育次長        稲 村 憲 幸 

     教育総務課長      川 越  太 

     学校教育課長      安 藤 晋 哉 

     生涯学習課長      鬼 塚  仁 

     教育総務課課長補佐   曽 原  学 

     教育総務課管理係長   中 村 あけみ 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第27号 鹿屋市教育長職務代理者の指名について 

  

(2) 議案第28号 令和３年度鹿屋市一般会計補正予算（第13号）に係る意見の申

出について 

  

(3) 議案第29号 鹿屋市教育支援委員会条例の一部改正について 

 

 

５ 報告  

(1) 教育委員の任命について 

  

(2) 令和３年度鹿屋市立看護専門学校入学試験結果報告について 

  

(3) 鹿屋市美術展について 

 

(4) 優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）について 

 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 
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〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第27号 

 

議案第28号 

 

 

議案第29号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市教育長職務代理者の指名について 

 

令和３年度鹿屋市一般会計補正予算（第

13号）に係る意見の申出について 

 

鹿屋市教育支援委員会条例の一部改正に

ついて 

特記事項なし 

 

特記事項なし 

 

 

特記事項なし 

 

  

原案可決 

 

原案可決 

 

 

原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長 早いもので本年度も終わりが近づいてきた。新型コロナウイルスに

関しては、高止まりの状況である。学校現場では、100名を超えた児童

生徒が罹患しており、これ以上の広がりを防ぎたい。 

２月15日をもって、風呂井委員が任期満了となる。平成２年から31年

に渡り鹿屋市の教育界をリードしていただいた。私が、県教育委員会に

在籍中は、鹿屋に風呂井先生ありと言われている程で、「余人をもって

代え難し」の感があるが、やむを得ない。地方行政に関わる表彰は数多

く、昨年には、国税庁長官賞を受賞された。鹿屋を代表する経済人であ

り文化人でもある。後ほどご挨拶をいただく。 

本日も宜しくお願いしたい。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

異議なく承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

教育長 

 

報告なく承認 

 

４  議事 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

蓑田委員 

 

 

 

 

教育総務課長 

学校教育課長 

生涯学習課長 

 

早川委員 

(1) 議案第27号 鹿屋市教育長職務代理者の指名について 

 

資料に基づき説明 

 

風呂井先生の後任に、蓑田先生にお願いしたい。 

 

承認 

 

(2) 議案第28号 令和３年度鹿屋市一般会計補正予算（第13号）に係

る意見の申出について 

 

資料に基づき説明 

資料に基づき説明 

資料に基づき説明 

 

鹿屋寺子屋事業の報償金減額とあるが、寺子屋事業は無償ではなかっ
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生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

たのか。 

 

鹿屋寺子屋事業は、当初、退職校長会の協力を得て開始し、その指導

員の方に謝金を支払っている。以降、寺子屋事業は、町内会主導型に変

わり、その指導員の方は、無償ボランティアで活動していただいてい

る。このような理由で、現在謝金が発生している寺小屋（14カ所）が、

新型コロナウイルスの影響で10回程度実施できなかったため、不要分

を減額するものである。 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第28号は、原案可決とする。 

 

 (3) 議案第29号 鹿屋市教育支援委員会条例の一部改正について 

 

資料に基づき説明 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第29号は、原案可決とする。 

５ 報告 

 

 

教育総務課 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

(1) 教育委員の任命について  

 

資料に基づき説明 

 

(2) 令和３年度鹿屋市立看護専門学校入学試験結果報告について 

 

 資料に基づき説明 

 

(3) 鹿屋市美術展について 

 

 資料に基づき説明 

 

(4) 優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）について 
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生涯学習課長 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 資料に基づき説明 

 

県では毎年どれくらいの数が表彰されているのか。 

 

毎年１～２館程度である。本市の公民館は推薦規準を満たす素晴ら

しい活動をしており、全ての公民館が表彰候補であるため、計画的に推

薦している。 

６ 動議の討論 

 

教育長 

 

  

発言がないので、動議はないものとする。 

７ その他 

 

 

学校教育課長 

 

蓑田委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

新型コロナウイルスの状況について報告 

 

資料に基づき説明 

 

完治しても登校できない児童生徒が、他県や他市ではあるようだ。完

治した後の学校側の取り組みはどうか。登校できた場合にも、差別的な

対応をされないように配慮してほしい。 

 

現在、完治しても登校できない児童生徒の報告はないが、今後も注視

する。長期の休みがあった場合は、月末に学校から報告があるが、報告

を待つだけではなく、適宜、情報収集をする。無症状者についての対応

は、国からの通知に基づき作成したフローがある。人権面の配慮は現在

も取り組んでいるが、今後も継続したい。 

 

長期的に学校が閉鎖された場合は、タブレット端末で学習の対応が

できているのか。 

 

ほとんどの学校が短期間の学級閉鎖であった為、オフラインでの対

応かペーパーでの自宅学習で対応している。 

 

鹿児島学習定着度調査について報告 

 

資料に基づき説明 

 

学校間では、どのような結果なのか。 
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学校教育課長 

 

風呂井委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

風呂井委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

学校間の差は縮まってきており、小学校は全体的に伸びている。 

 

成績が上がっている学校の要因は何か。 

 

教育長が指示したＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）を学

期ごとに３回実施し、授業改善と指導主事による訪問指導を増やした。

また、学校全体で組織的に取り組む学校が増えてきたことも要因だと

考えられる。 

 

学校教育実践発表会をリモートで参加したが、非常に良かった。イン

パーソンよりもリモート会議が、金銭的や行動時間的にも利点がある。

新しい教育委員会の行動様式の作成が必要であると感じた。 

教員不足を全国的に言われ、今年も2，000人程の不足と報道があった

が本市は、昨年の４月1日ではどうだったのか。また、今年の４月1日で

はどうなのか。対策があれば伺いたい。 

 

ここ２年は10人を超える欠員が出ている。本年度も期限付きの教職

員が、新規採用として、本県や他県で勤務したり、他の仕事に就いたり

する状況もあり、県内各地域において欠員が生じることになるであろ

う。来年度、本市でも欠員の状態になると予測している。県の対策とし

ては、新規採用教職員を増員するとのことを聞いている。本市としては

来年度の転入者の家族や、児童生徒の保護者に教員免許状取得者の確

認と教員募集の案内を行っていく。なお、そこで得られた情報は、県に

提供をしている。 

 

現在も、校長・教頭の配偶者に、教員免許状を取得されている方に教

員として働いていただいている。本市の教員や、警察・消防の配偶者等

に教員免許取得者の確認と協力をいただいている。大隅管内では、鹿屋

市は教員の欠員が結構多い。欠員が生じた場合、一般的に大規模校に指

導方法改善で加配されている教員を学級担任として対応をしている。

大規模校は本市に集中している為、影響が大きいが、我々だけでは対応

が無理な部分がある。来年度も同じような状況ではないかと考える。 

 

リモート会議については今回、学校教育実践発表会をオンラインの

形で開催できて良かった。学校教育実践発表会については各学校等で

事前収録をした。教員は、それぞれの時間で録画することができ、撮り

直しも出来て満足したものが提供できたようだ。ライブ配信で視聴で

きなかった方に対して、期間をあけて配信する方法もとっている。ライ
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早川委員 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課 

 

 

 

 

教育長 

ブ会議等は再現できないので、後から視聴することもできるオンデマ

ンド配信は、効果的な方法であるとも感じている。 

 

当日に視聴が出来なかった為、配信の予定日を教えていただきたい。 

 

 ＱＲコードがあるので視聴ページの読み取りが可能である。 

 

 今後、講演会の開催を控えているが、新型コロナウイルスの状況から

リモートで開催する予定であり、会員に伝えてもやり方を知らない方

が多かったが、使用方法を伝えると操作が出来る。使用するまでは難し

く思えるが、教えることで操作ができる。パソコンだけではなく、スマー

トフォンでも手軽に視聴できるので、生涯学習課から一般市民に向けて

操作方法の講習会を開くなどしてほしい。そうなると、町内会や高齢者

の会合で、集まれない場合にリモートで開催する事ができると思う。 

 

昨年度から何度かオンライン講演会を実施したが、操作方法が分か

らない２～３名から問い合わせがあった。自宅に操作できる家族が居

て操作方法を教えてもらったことが予想され、思ったほど問い合わせ

はなかった。今後、機会があれば講習の場を設けたい。 

 

次回の定例教育委員会は、令和４年３月18日（金）15時00分から教育

長室で行う。 

 

８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって２月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


